
 

 
 

令和５年度 学校評価報告書（ 目標設定 ・ 実施結果 ） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 12日実施） 
総合評価（４月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の進路実
現のための教育
課程編成と授業
のユニバーサル
デザイン化を目
指した組織的な
授業改善を推進
する。 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴを活用
した授業を推進
する。 

①各教科の本質に迫る
深い学びが実現できる
ように授業改善を進め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②主体的・対話的な深
い学びができるように
授業におけるＩＣＴ活
用を進める。 

①科目担当者間の情報共
有を進めて「指導と評価
の計画」を作成し、生徒
が単元の目標、学習によ
って身に付く力、評価の
方法などを理解し見通し
を持って授業に臨むこと
ができるようにする。 
①授業担当者間の連絡を
密にして、効果的なティ
ームティーチング授業の
方法を追求する。 
 
②学習の動機付けや学習
内容を深化させる場面で
ＩＣＴを有効に活用す
る。 

①単元の目標を実現す
るための学習活動を適
切に観点別に設定でき
たか。 
①単元の学習の中で自
分の考えをまとめたり
他者の考えを知り自ら
の考えを広げ深める機
会を設定できたか。 
①生徒がティームティ
ーチング授業の有効性
を実感できたか。 
 
②生徒の興味関心を喚
起して深い学びにつな
げられるようなＩＣＴ
の活用場面を設定でき
たか。 

①多くの科目で「指導と評
価の計画」に基づき、自分
の考えをまとめ他者の考え
を知り自らの考えを広げ深
める機会を設定するなど、
単元の目標を実現するため
の学習活動を適切に観点別
に設定できた。 
①「生徒による授業評価」
の結果から生徒はティーム
ティーチングの有効性を実
感している様子が伺える。 
 
②「ＩＣＴの活用等によっ
て、生徒が思考・判断・表
現することをとおして、確
かな学力を身に付けること
ができる授業」をテーマと
して授業研究を行った。 
②「生徒による授業評価」
の結果を視覚的に把握でき
るようにレーダーチャート
にして教員に配付した。教
員はこれを活用して授業改
善に取り組んだ。 
 

①「指導と評価の計画」
を作成する際やティーム
ティーチングの進め方を
考える際に、担当者間の
打ち合わせの時間を十分
に確保することが難し
い。教員の業務内容の精
選等、働き方改革を推進
して教員の本来業務であ
る授業研究に時間をさけ
るように工夫していく。 
 
 
②ＩＣＴの利活用につい
ては一定の効果が見られ
ている。授業互見の機会
を増やし、さらに教員同
士のスキルアップを図
る。 

①生徒による授業評価
を実施し、教員間で共
有していることは素晴
らしい取組である。生
徒の声を拾うことによ
り教員の発見は多いと
思われるのでぜひ続け
てもらいたい。 
①授業評価について教
員が聞く姿勢があるこ
とが良い。 
 
 
②コロナ禍でＩＣＴの
活用は加速したが、更
に活用したほうが良
い。生徒にとっても
色々な使い方を学ぶこ
とは必要ではないか。 

①「生徒による授
業評価」等を参考
に、授業改善を進
めている。ティー
ムティーチング授
業における担当者
間の打ち合わせの
時間を十分に確保
することが難し
い。 
 
 
 
②ＩＣＴの利活用
については一定の
効果が見られてい
る。生成的人工知
能（生成ＡＩ）等
の著しい進歩に適
応できるように研
修を進めていく必
要がある。 

①「指導と評価の
計画」を基にし
て、単元の目標、
学習によって身に
付く力、評価の方
法などを生徒に理
解させたうえで、
各教科の本質に迫
る深い学びが実現
できるように授業
改善を進めてい
く。 
 
②ＩＣＴの活用が
有効な場面を見極
め、主体的・対話
的な深い学びがで
きるようにＩＣＴ
活用をさらに進め
ていく。 

２ 
 
生徒指導 

・支援 

①生徒一人ひと
りの支援を組織
的 に 行 っ て い
く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒を主体と
した学校行事や
生徒会活動を推
進し、部活動を
通して責任感や
連帯感の涵養を
図る。 

①教育相談体制の充実
を図り、生徒の学校生
活における支援を行
う。 
 
 
①交通安全指導を重点
的に行う。 
 
 
 
 
②学校行事や生徒会
活動では、生徒主体の
企画・運営により、達成
感を持てるよう支援す
る。部活動の活性化を
通して、責任感や連帯
感を涵養する。 

①学年会・グループ会議
において教職員間で情報
共有を行い、必要な生徒
へ支援・指導を行う。 
 
 
①交通安全教室・下校指
導により交通規則の遵守
を呼び掛ける。自転車運
転時のヘルメット着用を
呼び掛ける。 
 
②学校行事等で生徒のリ
ーダーを育てることで、
主体的な運営を支援す
る。部長会や顧問会議を
定期的に開催し課題等を
話し合うことで、部活動
の活性化を図る。 

①毎週の学年会・グル
ープ会議に加え、月 1回
は情報の共有を行な
い、当該生徒への支
援・指導につなげられ
たか。 
 
①事故件数の減少、苦
情件数の減少に結びつ
けられたか。 
 
 
 
②生徒が組織的、主体
的に学校行事を運営す
ることができたか。部
活動の加入率や活動状
況に改善は見られた
か。学校行事等を通し
て達成感を持つことが
できたか。 

①毎学年会・グループで月
1 回、生徒の個別の情報共
有を行った。SC のみでな
く、今年度より SSW も加わ
り生徒支援が充実した。 
 
①厚木市よりヘルメットイ
ンフルエンサー任命を受
け、生徒が交通安全を呼び
掛ける活動ができた。 
 
 
 
②体育の部では、マスコッ
ト製作の幹部組織を見直す
ことなどで、生徒が中心と
なり積極的に取り組むこと
ができた。新入生の部活動
入部率は、昨年度より４％
増加しており、仮入部期間
の設定など、新たな取組の
効果が一定程度見られた。 

①SC･SSW からの情報･協
力･具体的な対応、特に児
童相談所・役所との連携
は有効である。更に情報
の共有を進める。サポー
トドックも活用する。 
 
①自転車は事故件数が減
少しているが、乗車マナ
ーについての苦情件数は
増加している。事案の周
知と生徒への注意喚起を
行う。 
 
②体育の部は、気温が
年々高くなる中での実施
のため、次年度の実施内
容を検討する。文化の部
は、４年ぶりの食販実施
であったこともあり、企
画内容の調整等に課題が
あった。次年度に向け
て、グループ会議等で改
善方法を協議する。 
 
 

①SC だけではなく、
SSW の充実が良いと思
う。実際に生徒支援が
充実したことにより、
相談数やケース会議等
の回数がどのように変
化したのか検証しても
らいたい。 
 
① SSW と連携しなが
ら、厚木西高校の動き
が社会資源とつながる
中で、目標を達成しつ
つ深めてもらいたい。 
今後もこのまま進んで
もらいたい。 
 
①通学時に歩行者を追
い抜く際など減速した
りする相互認知のマナ
ー向上を期待したい。 
 

①学年会・グルー
プ会議で生徒の個
別の情報共有、
SC･SSW からの情
報･協力･具体的な
対応をいただき解
決に繋がるケース
があった。 
 
②文化の部の生徒
アンケートでは、
「とても積極的に
取り組めた」が
47％、「まあまあ
積極的に取り組め
た」が 47％（計
94％）であり、生
徒が達成感を得ら
れたことが伺え
た。部活動をさら
に活性化させるこ
とが課題である。 

①生徒の支援につ
いての情報を教員
が共有し、さらに
SC･SSWから具体的
な対応に関しての
情報を共有するこ
とにより、積極的
解決に向けたい。 
 
②体育の部では熱
中症による体調不
良を予防するため
に、無理のない練
習計画を立てさせ
るなど、当日まで
の体調管理にも気
を付けさせる。部
活動の魅力を積極
的に発信するとと
もに、新たな部・
同好会の設立など
も進める。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 12日実施） 
総合評価（４月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

３ 
 
進路指導 

・支援 

①生徒の自己実
現に向けたキャ
リア教育を実践
し、生徒一人ひ
とりの主体的な
進路選択と進路
実現を図る。 

①生徒の主体的な活動
のためＩＣＴ機器の積
極的活用や各種模擬試
験を活用することによ
り、適切な進路支援を
図る。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①特別募集生徒の進路
実現に向けて教育、福
祉、労働各機関との連
携に努める。 

①情報収集や整理・分析
等の「探究の過程」の場
面で効果的なＩＣＴ機器
の活用を支援する。  
①上級学校訪問等、卒業
後の進路について真剣に
考える機会を提供すると
ともに、学習到達度テス
ト、実力診断テストを実
施して、適切な進路支援
を図る。 
①地域の企業と連携し職
業について具体的に学ぶ
機会を提供する。 
  
①特別募集生徒の１年生
に対して上級学校・就職
先などの進路見学を行
う。 ２年生に対して就業
体験学習（インターンシ
ップ）を実施する。  
①外部資源を活用し幅広
い学習内容を提供する。   

①効果的なＩＣＴ機器
の活用を支援すること
ができたか。 
 
①将来の進路実現に対
する前向きな気持ちを
持たせられたか。ま
た、就職について、地
域と連携した具体的な
支援が行えたか。  
 
①朝学習の取組状況の
改善を行えたか。  
 
 
 
①関係各所と連携関係
構築が図れたか。生徒
の実態に応じた体験的
学習活動が実施できた
か。 
 

①就職先調べを始めとし
て、タブレットを使用した
授業展開の支援ができた。 
 
①上級学校訪問、職業講
話、模擬試験等を実施する
ことで将来の進路実現を具
体的に考える機会を提供で
きた。また、地域と連携し
てインターンシップを実施
し就職の理解を深める機会
を提供した。 
①朝学習ではスタディーサ
プリイングリッシュを実施
した。英検の合格実績が改
善した。 
①特別募集生徒１学年に対
し、近隣企業２社、上級学
校２校の見学を行った。２
学年に対しては、近隣企
業・事業所 10社に協力を得
て就業体験学習を実施する
ことができた。 

①プレゼンテーションや
発表の機会の増加、他教
科との横断的経験の機会
を増やしていきたい。 
①ポストコロナの状況を
踏まえて、上級学校や地
域との連携について、再
出発が必要になってい
る。担当者同士の連絡を
密にして、効果的な実施
の確保につなげたい。 
 
①朝学習の時間帯を更に
有益にするため、定期試
験範囲とリンクした課題
の配信を検討したい。 
①関係各所との連携はと
れているが、特別募集生
徒３年生で進路選択に悩
んでいる生徒がいた。よ
り良いキャリア教育の方
法を検討する必要があ
る。 

①厚木西高校は集団の
支援、個人の支援もど
れもきめ細やかな指
導・支援をされている
と改めて感じた。 
①特別募集生徒の卒業
後の報告会に参加した
が、在校生徒にも伝え
ることができるとさら
に相互理解が深まると
思う。このような相互
理解への取組は日本全
体に必要ではないか。 
①朝学習の取組は手厚
いと思う。 

①効果的なＩＣＴ
機器の活用の支援
が一定程度でき
た。 
①きめ細やかな対
応により、安定的
な進路実績が上げ
られた。進路状況
の社会的な変化に
適切に対応してい
くことが今後求め
られている。 
①朝学習の定着と
改善に向けて前向
きに取り組めた。 
 
①関係機関と連携
がとれた。障害者
雇用での就職を希
望する生徒の中で
進路活動が遅い時
期になってしまっ
た生徒がいた。 

①効果的なＩＣＴ
機器活用の展開に
向け、情報収集に
努め、適切に運用
する工夫が一層求
められている。  
①進路情報に敏感
になり、今年度の
成果と課題を踏ま
えて一層の具体的
な創意工夫を図っ
ていきたい。 
①定期試験と連動
した、柔軟な運用
の定着化が必要で
ある。 
①障害者雇用で就
職を希望する生徒
に対しては１学期
に職業体験を行
い、生徒の就職へ
の意識を高めてい
く。 

４ 地域等との協働 

①学校の魅力を
積 極 的 に 発 信
し、地域に信頼
される学校づく
りを推進する。 
 
 
 
 
 
②地域との協働
を推進し、地域
の企業研究所及
び大学と連携し
た教育を実践す
る。 

①本校の教育活動をよ
り多くの方に理解して
もらうための情報発信
を継続的に行う。 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍で消えた地
域との協働の場を企画
し、地域の一員として
の意識を向上させる。 
 

①学校説明会や施設見学
会を通じて、本校の教育
活動や魅力について伝
え、中学生やその保護者
の信頼を得る。 
①ホームページによる発
信を正確かつ迅速に行
い、本校の教育活動を理
解してもらえるようにす
る。 
②地域や企業研究所及び
大学との連携を図り、生
徒が行事等に参加する。 
 
 
 

①中学生やその保護者
の方に本校の教育活動
や魅力について理解し
てもらえたか。 
 
①ホームページによる
発信、運営が適切に実
施できたか。 
 
②地域との協働の機会
を昨年度より増やすこ
とにより、生徒が行事
等に参加する場面を増
やすことができたか。
地域に対する理解が深
まったか。 

①８月・10 月に開催した説
明会・見学会で、多くの中
学生やその保護者に学校の
魅力を伝えることができ
た。 
①ホームページによる発信
については、昨年度よりも
ホームページの更新頻度を
増やした。 
 
②各グループにおいて近隣
の企業や大学との連携を促
し、自グループ内で企画を
模索した。 

①11 月・12 月開催予定の
説明会でも、引き続き本
校の魅力発信に努める。 
 
①ホームページに最新の
情報を掲載できるように
運営する。 
 
 
 
②地域との協働の機会を
模索し、地域の理解を深
められるようにする。 

①学校のホームページ
と森の里地域のホーム
ページとリンクをする
ことにより、相互の広
報効果の向上が期待さ
れる。 
 
②地域との連携につい
て、森の里地域の三大
祭りに厚木西高校の生
徒に出演してもらって
いる。協働の機会はイ
ベント参加だけではな
く、準備段階からの共
同作業においても連携
ができるとよい。 

①学校説明会の開
催やホームページ
の更新により本校
の魅力を広く伝え
ることができた。
様々な方法で広報
活動を行う。 
②地域との協働は
ようやく第一歩を
踏み出すところに
きている。相互理
解の深化をはか
り、行事への参加
を足掛かりにし
て、連携を図って
いく。 

①学校説明会で回
収したアンケート
を基に日程や発表
内容の精選を行
い、説明会に来場
する方々やホーム
ページを閲覧する
方のニーズに合う
よう努める。 
 
 
②双方の行事の参
加や、ホームペー
ジのリンクによ
り、つながりを深
めていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安心安全な教
育環境作り推進
の一環として、
施設設備の適切
な維持管理を図
る。 

①施設設備の適切な維
持管理を行うとともに
紙資源やエネルギー資
源の節約の呼びかけを
強化する。 
 
 
 
 
①防災に関する取組を

通して防災意識の向上

を図る。 

①施設設備の適切な維持
管理のための改善を行
い、またコスト削減に向
けた省資源及び省エネル
ギーへの取組を工夫す
る。 
 
 
 
①防災に関する学びや避

難訓練等により防災への

意識を高める。 

①施設設備の適切な維
持管理のための必要な
改善を行ったか。また
省資源、省エネルギー
のための取組ができた
か。 
 
 
 
①防災に関する学びと

実践ができたか。 

①生徒用下駄箱の一部入替
えを行った。また生徒用ロ
ッカーを全クラス新しいも
のに入れ替えた。 
 
①エコの日ポスターで省資
源・省エネを呼びかけた。
全教室に壁掛け扇風機を設
置し、冷房暖房の効率化を
図った。 
 
①６月に防災訓練を実施
し、防災に対する意識の向
上を図った。（避難経路の
確認、ＡＥＤや消火器の設
置場所の確認、厚木市ハザ
ードマップの確認等を行っ
た） 

①エコの日ポスターの掲
示だけではなく、呼びか
け等の工夫をしないと一
人ひとりの意識向上にな
かなか結びつかない。 
 
①11 月の２回目防災訓練
では避難訓練を実施し
た。雨天の為体育館集合
となったが、防災の意識
づけはできたと思う。今
後も日頃より、避難経路
を実際に確認させるとと
もに、安全に速やかな避
難ができるよう意識づけ
したい。 

①防災について、災害
時は連絡が途絶えてし
まうため、携帯の電波
も届かないような時の
対応を東日本のモデル
ケースなども参考にし
て検討してみてはどう
か。 
 
①災害発生時に学校だ
けではなく、通学時や
自宅にいる場合など
様々な場面での行動に
ついても考えてもらい
たい。 

①省エネの取組と
して２月を省エネ
強化月間とし電気
使用量10％減を数
値目標にし、８％
減を達成した。 
①コロナ禍で途絶
えていた避難訓練
全校生徒が参加す
る形で実施するこ
とができた。２回
の防災訓練によ
り、生徒の防災へ
の意識を高めるこ
とができた。学校
外で被災した場合
の安否確認等の対
応が課題である。 
 

①来年度も数値目
標を立てた省エネ
の取組を継続して
行いたい。 
 
①被災時、被災
後、安否確認方法
などの課題に取組
み、一つひとつの
課題解決に向けた
方策を提案してい
きたい。 



 

 


